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研
究
発
表
要
旨

北
海
道
家
庭
学
校
礼
拝
堂
に
つ
い
て

　
　
キ
リ
ス
ト
教
会
施
設
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
基
礎
的
研
究

千
　
里
　
政
　
文

「
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
遠
軽
町
に
あ
る
北
海
道
家
庭
学
校
礼
拝
堂
の
礼
拝
堂

（
以
下
、
礼
拝
堂
）
に
つ
い
て
、
創
設
者
で
あ
る
留
岡
幸
助
（
以

下
、
留
岡
）
の
人
間
関
係
な
ど
を
基
に
、
実
測
調
査
、
及
び
文
献

調
査
を
行
い
、
建
築
手
法
や
設
計
者
を
探
る
と
共
に
現
状
の
把
握

と
考
察
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一一

@
北
海
道
家
庭
学
校
の
沿
革
と
礼
拝
堂

　
北
海
道
家
庭
学
校
は
、
創
設
者
の
留
岡
に
よ
り
、
明
治
三
二
年

東
京
巣
鳴
に
創
設
し
た
家
庭
学
校
の
杜
牙
彫
分
校
と
し
て
、
大
正

三
年
に
遠
軽
町
の
原
生
林
を
開
拓
し
て
始
め
た
感
化
農
場
で
あ
り
、

自
然
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
基
と
し
、
社
会
不
適
応
に
お
ち

い
っ
た
少
年
た
ち
を
自
立
に
向
け
支
援
す
る
、
民
間
児
童
施
設
で

あ
る
。
今
回
の
研
究
対
象
で
あ
る
礼
拝
堂
は
、
特
に
こ
の
学
校
の

精
神
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
「
望
の
岡
」
と
呼
ば
れ
る
小
高
い

丘
に
建
て
ら
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
あ
る
。
そ
の
献
堂
式

（
写
真
1
）
は
、
家
庭
学
校
の
杜
名
号
農
場
の
五
周
年
式
に
合
わ

せ
、
大
正
八
年
八
月
三
一
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
残
っ
て
い
る
文

献
等
か
ら
、
建
築
費
は
約
一
万
円
、
用
材
及
び
石
材
は
、
農
場
の

原
始
林
を
切
り
出
し
本
農
場
付
属
製
材
所
に
お
い
て
製
材
し
、
土

台
に
す
る
石
材
も
全
て
大
地
を
開
墾
し
た
時
に
地
中
か
ら
掘
り
出

し
た
石
が
用
い
ら
れ
た
事
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
現
在
礼
拝
堂

の
設
計
図
は
紛
失
さ
れ
、
設
計
者
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

聞
き
取
り
調
査
等
か
ら
、

建
築
に
は
大
工
の
松
原
総

八
や
松
田
政
治
ら
が
関
わ
っ

た
と
さ
れ
、
当
時
、
遠
軽

町
の
大
工
で
あ
る
父
親
と

建
築
に
関
わ
っ
た
松
田
政

直
か
ら
は
「
設
計
は
関
西

の
人
の
よ
う
だ
っ
た
。
」
、

写真1　献堂式
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「
父
が
設
計
図
を
見
る
と
、
符
丁
が
非
常
に
わ
擁
，

か
り
づ
ら
く
、
一
・
二
年
か
け
自
分
で
合
掌
の
・

符
丁
を
書
き
直
し
た
。
」
と
の
証
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
内
部
造
作
装
飾
部
分
の
工
作
は
、
本
校
木
∵

工
部
の
教
師
と
生
徒
の
手
に
よ
る
物
が
多
く
、

礼
拝
堂
の
鐘
は
、
以
前
留
岡
が
牧
師
を
し
て
い
凹

た
霊
南
坂
教
会
か
ら
取
り
寄
せ
て
使
・
て
い
た
響

が
・
小
型
で
音
が
響
か
ず
・
大
正
一
五
年
直
響
讐

径
二
尺
の
鐘
を
ボ
ス
ト
ン
か
ら
得
て
い
る
。

三
　
北
海
道
家
庭
学
校
創
設
時
の
近
郊
の
様
子

　
遠
軽
周
辺
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
一
）

基
督
教
の
伝
道
が
開
始
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
六
年
頃
よ
り
開
拓
者
の
手
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
督
教
大
学
建
設
の
た
め
北
海

道
同
志
教
育
会
が
つ
く
ら
れ
、
当
時
の
有
名
な
キ
リ
ス
ト
者
ら
が

各
地
方
か
ら
集
ま
り
、
土
地
三
千
町
歩
を
借
り
て
移
民
を
募
集
し

た
。
一
九
＝
二
年
に
は
八
二
戸
の
農
場
在
住
者
の
中
、
三
五
戸
が

基
督
教
徒
で
あ
っ
た
と
遠
軽
町
史
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北

　
　
　
　
な
ニ
　

見
で
は
北
光
杜
の
入
植
と
共
に
伝
道
が
始
ま
り
、
各
地
方
か
ら
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
ロ
こ

ま
っ
た
入
植
者
に
農
事
指
導
と
共
に
信
仰
の
奨
め
が
あ
り
、
宣
教

師
G
・
P
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
働
き
と
移
住
に
よ
り
野
付
牛
教
会
が

写真2　高梁教会

壕
オ
解
へ

写真3　天城教会

生
ま
れ
て
い
る
。
現
在
も
北
見
に
夫
妻
が
住
ん
で
い
た
ピ
ア
ソ
ン

館
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ピ
ア
ソ
ン
館
を
大
正
の
初
期
に
設
計

　
　
　
　
　
を
ロ
　

し
た
の
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
で
あ
り
、
そ
の
設
計
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。

四
　
留
岡
幸
助
の
人
間
関
係
か
ら
み
た
建
築
手
法

　
留
岡
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
、
多
く
の
尻
馬
を
受
け
な
が
ら
も

洗
礼
を
受
け
、
青
年
期
を
過
ご
し
た
高
梁
教
会
は
礼
拝
堂
建
築
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
そ

　
　
　
　
は
　
　

の
当
時
吉
田
伊
平
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
高
梁
教
会
（
写
真
2
）
と

天
城
教
会
（
写
真
3
）
を
実
地
踏
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
礼
拝
堂

の
造
り
や
部
屋
、
出
入
り
口
、
額
の
有
無
、
基
礎
の
造
り
方
な
ど
、

多
く
の
類
似
点
が
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
造
ら
れ
た
と
考
え

一18一



ら
れ
る
。
し
か
し
設
計

者
に
関
し
て
は
、
他
の

教
会
と
比
べ
外
観
の
破

風
板
の
装
飾
飾
り
が
無

い
な
ど
の
相
違
が
見
ら

れ
、
吉
田
と
は
異
な
っ

た
人
物
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

五

コ
発
引
－
u
h
u
塚
貞
う
彗
華

星圃

犀

三
｝
…
　

ε
に
r
」
〔
〔
r
㌧

「
£
ε
r
」
こ
P
L
r
．
』
”

坐
”
一

「
・
1
区
・
i
：
畢
1
：
擦
匡
」

　
　
聞
き
取
り
と
実
測
調
査
か
ら
み
た
建
築
手
法

　
聞
き
取
り
調
査
で
礼
拝
堂
の
棟
梁
達
が
、

な
か
っ
た
た
め
図
面
を
起
こ
し
直
し
た
事
や
、

と
言
う
証
言
、
実
測
調
査
（
図
面
1
）

に
組
み
合
わ
せ
た
尺
貫
法
が
使
わ
れ
、

読
み
と
れ
る
こ
と
、

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
礼
拝
堂
に
関
し
て
実
測
、
及
び
実
地
踏
査
を
行
い
、

調
べ
る
事
に
よ
り
、
創
設
者
で
あ
る
留
岡
の
儒
仰
、

　
一階平面図図面1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
計
図
を
理
解
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
の
人
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
で
小
さ
な
寸
法
を
不
自
然

　
　
　
　
　
　
　
更
に
和
洋
折
衷
の
考
え
が

平
面
形
が
北
海
道
に
は
例
の
少
な
い
形
で
あ

　
　
　
設
計
が
外
国
人
の
可
能
性
も
考
え
ら

　
文
献
等
を

ま
た
人
間
関

　
即
川
岡
、
先
生
は
賂
鯉
來
此
の
癬
伽
庭
墨
↑
校
の
愛
地
に
、
大
き
い
曾

堂
を
建
て
る
こ
と
を
考
へ
て
る
ら
れ
た
。
先
虫
か
ら
興
抱
負

を
副
い
た
の
は
わ
た
く
し
一
人
で
は
あ
る
窪
い
と
思
ふ
。
其

設
趾
圏
は
ポ
ー
リ
ス
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
斑
來
て
る
る
。
其

二
二
園
今
で
も
寂
巌
爬
墨
丁
田
の
軍
需
一
に
描
円
ら
上
ル
て
る
る
が
、
芝

露
か
ら
大
に
町
へ
呼
び
か
け
る
つ
亀
り
だ
っ
た
先
生
の
玉
無

が
う
か
ど
は
れ
る
、
　
　
　
　
　
（
～
・
0
・
生
）

人道より資料1

係
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
た
。
し
か
し
、
礼
拝
堂
の
設
計
者

に
つ
い
て
の
記
録
は
一
切
見
つ
か
ら
ず
、
今
回
は
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
轟
轟
遠
軽
の
キ
リ
ス
ト
教
と
宣
教
師

ピ
ア
ソ
ン
は
援
助
等
で
親
密
な
関
係
が
あ
り
、
北
見
市
に
あ
る
ピ

ア
ソ
ン
館
の
設
計
看
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
東
京
巣

鴨
家
庭
学
校
の
会
堂
の
設
計
を
留
岡
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
頼
ん
で
い

た
と
い
う
記
述
（
資
料
1
）
や
機
関
誌
人
道
に
メ
ン
ソ
レ
タ
ー
ム

の
近
江
兄
弟
杜
の
広
告
が
出
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
北
海
道
家
庭

学
校
礼
拝
堂
の
設
計
者
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
園
の
研
究
に
よ
り
北
海
道
家
庭
学
校
礼
拝
堂
は
、
留
岡

の
信
仰
と
学
校
創
設
の
理
念
が
込
め
ら
れ
て
お
り
北
海
道
家
庭
学

校
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
歴
史
的
価
値
の
あ

る
建
物
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ー
チ
や
基
礎

一19一



軟
石
に
沈
下
が
見
ら
れ
、
壁
面
に
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
あ
り
、

急
な
補
修
と
そ
の
保
存
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

注
訳（

注
こ

（
注
記
）

（
注
三
）

（
注
四
）

（
注
五
〉

早

福
島
恒
雄
著
『
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
』
日
本
基
督
教

団
出
版
局
p
二
二
六
。

土
佐
で
六
器
民
権
の
指
導
者
で
あ
っ
た
坂
本
直
寛
、
沢

本
楠
弥
ら
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
た
合
資
会
社
。

G
・
P
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
一
八
八
八
年
日
本
へ
任
命
さ

れ
千
葉
の
農
村
伝
道
を
経
て
北
海
道
に
渡
り
、
室
蘭
・

小
樽
・
滝
川
・
石
狩
浦
臼
の
聖
園
農
場
・
旭
川
・
美
深
・

十
勝
・
野
付
隼
・
学
田
（
遠
軽
）
の
教
会
に
関
わ
っ
て

き
た
人
物
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
メ
ン
タ
ー
ム

の
近
江
兄
弟
社
を
設
立
し
、
ま
た
数
多
く
の
教
会
・
学

校
・
厚
生
施
設
の
建
築
設
計
を
し
た
。

今
治
教
会
の
会
員
で
高
梁
教
会
、
今
治
教
会
、
伊
予
小

松
教
会
、
天
城
教
会
の
建
築
の
設
計
施
工
、
元
請
け
に

携
わ
っ
て
き
た
。
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